
■協定に基づき推進する取組（想定）

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

◆想定される被災規模の分析

（１） 震災想定
・首都直下地震等による東京の被害想定
（R4.5）を基に、倒壊家屋数や焼失家屋数を
分析

（２） 水害想定

・市内の家屋データと、浸水被害想定区域、
家屋倒壊等氾濫想定区域及び浸水実績区
域等ハザード情報を重ね合わせ、被災家屋
数を分析

（３） 土砂災害想定
・市内の家屋データと、土砂災害警戒区域
等ハザード情報を重ね合わせ、被災家屋数
を算出

（４） 都市復興関連データ整備
・基礎データの項目整理、地域課題の分析
を行うとともに、不足データは追加、継続的
な更新等、復興に必要なデータを整備

基礎データとは、
・土地利用規制に関するデータ
・復興事前準備の検討のベース図
　（地形図、土地利用・建物利用現況、都市基盤施設の整備状況図、市街地の防災に関
する現況・課題
・方針を示す上位関連計画
・防災リスクを把握するデータ

◆事前都市復興基本方針の策定

（１） 土地利用の基本的方向の検討
・「町田市都市づくりのマスタープラン」を基
に、復興時の土地利用の基本的方向を示
す。

（２） 都市施設の復興方針の検討
・「町田市都市づくりのマスタープラン」を基
に、復興活動の基盤となる道路を中心に復
興方針を検討。

（３） 市街地の復興方針の検討
・地区ごとの特性や被害状況によって復興
方針は異なるため「復興地区区分」を設定
し、区分ごとに復興方針を検討

（４） 復興条例の制定
・被災後の速やかな都市復興を進めるにあ
たり、あらかじめ復興地区の指定に関する事
項等を定めた復興条例を制定。
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◆市民への意識啓発

（１）
市民に対する意識啓発、能力開
発の取組

・セミナー等の開催を通して被災前からの都
市復興が必要になることを住民に知ってもら
うとともに、住民と職員が対話できる関係を
構築。

（２） 市民に対する情報発信
・ホームページ・広報にて市民に都市復興
業務の取組状況の進捗や情報を発信し、啓
蒙活動を実施。

画像：東京都都市整備局ホームページより

◆地区ごとの都市復興

（１） 訓練プログラムの作成

・市、地区住民及び専門家の協同による都
市復興訓練実施を見据え、モデル地区の選
定、募集
・復興方針を基に都市復興訓練のプログラ
ムを作成

（２） 都市復興訓練の実施

・発災後の都市復興を迅速かつ着実に進め
られるよう、市、地区住民及び専門家の協
同による復興体制・復興手順の確認、基礎
データの整理・分析等を実施

（３）
復興に関する「まちビジョン」の検
討・作成

・発災後の都市復興を迅速かつ着実に進め
られるよう、地区住民が主体となり、地区毎
に復興の課題を整理し、都市復興の方向性
や進め方を検討する。
・検討内容については町田市住みよい街づく
り条例の「まちビジョン」とすることを目指す。

◆職員の復興訓練

（１） 庁内の復興体制の検討
・被災後の初動を早めるために、都市復興
において、どのような体制で、どのような部署
が主体となるか体制を事前検討

（２） 職員向け復興模擬訓練の実施
・復興の主体となる部署の職員を対象に、復
興時の実務をイメージした訓練を行う。

（３)
震災復興マニュアル第２章都市
復興の更新

・訓練の結果をフィードバック、マニュアルの
詳細化

画像：東京都都市整備局ホームページより

画像：八王子市の震災復興への備えより
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